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本⽇お伝えしたいこと
若い世代（20代）のオンラインでの人間関係構築

•若い場合には，人間関係の構築がモチベーション，ひいてはチームワー
クに直結する

•すでに社会人としての経験があり，初対面の方とコミュニケーション・
チームワークができる場合とは異なる

•ゼミでのグループ研究を題材にご紹介

提案

•少人数での雑談の「機会」確保

•雑談の「量」確保
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⼤学の意義って︖

3

出会う

無目的

時間

考える



⼤学でのZOOM授業の限界︓⼈間関係の構築
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雑談ができない
休み時間につるめない
1対多でのコミュニケーション
（隣の⼈と⼩声で話せない）

→友⼈をつくる・親しくなるチャンスが限定される



オンラインオンリーのゼミ活動の試み
（2020年4⽉から9⽉まで）

初対面 13名
（幸運にも）
通信環境全員

OK

リアルタイム
（ZOOM）

で実施
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3人以下のグループ

（半年で3回のメン
バーチェンジ）

自分たちで経営に
関するテーマ設定

自分たちで
生データ収集

授業時間外にオン
ラインでメンバー

で議論

毎週ゼミで

全グループが報告

企業・業界への
提案を考える

全国研究発表大会
出場
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凸電・凸メールに協
力してくださる企業

も・・・。

ポイント①
少人数の
グループ

ポイント②
メンバー
チェンジ

ポイント③

「教員抜き」で，
オンラインで
何度も会う

ゼミ活動の流れ



秋学期の対⾯授業初⽇
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オンラインで
⼈間関係が構
築できていた
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何度
も聞
ける

議論
白熱

隣の
人と
話せ
る

仲良く
なって
た

楽し
い

時間が
あっと
いう間

秋学期の対⾯授業初⽇



⼈間関係が構築できチームワークを発揮し，全国95チームの
中で2チームが優良賞・審査員特別賞を受賞

https://www.chukyo-
u.ac.jp/achievement/news/2021/01/019104.htm
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研究発表⼤会出場



もう⼀つチャレンジしてみることに
オンラインで共同研究プロジェクト
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異なる大学
異なる学年

（2年と4年）
留学生もいる

オンラインのみで
のコラボ

（4チーム）

自分たちでテーマ
設定

ヒアリング・アン
ケート実施（オン

ライン）

最終日：
OBの社会人の前
でオンライン報告
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社会人も多数
参加

全国・
海外か
ら

OBも議
論がヒー
トアップ

違う大学との
交流がうれし

い

おしゃ
べりが
楽しい

自信に
なった

オンラインからリアルの交流も発⽣



まとめ︓ビジネスへの⽰唆
テレワーク：若い世代（20代）の精神的孤立を防ぐ

•早期退職等の防止にもつながる

•入社したばかりでは先輩・上司とは，すぐには気軽にコミュニ
ケーションできない

意識的な場作りが必要（オンラインでもリアルでも）

•年代の近いメンバーとの交流を重視

•少人数での雑談の機会確保

•雑談の「量」確保（しょっちゅう）
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中京⼤学総合政策学部では企業様とのコラボを積極的に実施していま
す︕ご関⼼のあるかたは，ぜひお声かけください。

本年度は，エイベックス株式会社様（名古屋市）にご協⼒いただいて
います。
https://www.chukyo-
u.ac.jp/achievement/news/2021/08/019797.html
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